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2月3日に行われた点灯式に参加した鶴岡高
たか

志
し

院長（写真左）と清水雅
まさ

文
ふみ

町長

第
４
回 

愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会 

エ
ン
ト
リ
ー
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

■
生
涯
学
習
課
か
ら

石
垣
の
里 

だ
ん
だ
ん
雛
祭
り
を
開
催
し
て
い
ま
す

■
西
海
公
民
館
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

南
宇
和
病
院
シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
作
品
展

■
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

※
作
品
展
は
、３
月
５
日
（
木
）
か
ら
26
日
（
木
）
ま
で
、
一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ
の
荘
に
場
所

を
移
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
日
時
　
６
月
６
日（
土
） 

　
　
　
　
　
13
時
ス
タ
ー
ト

場
所
　
西
海
地
域

申
込
締
切
　
４
月
10
日（
金
）

申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

(h
ttp
://a
in
a
n
tria
th
lo
n
.jp
)

又
は
郵

便
に
よ
る
申
込
み

※
本
大
会
は
、
２
０
１
５
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
選
手
権
・
２
０
１
５
日
本
選

手
権
代
表
選
考
会
、
２
０
１
５
Ｊ
Ｔ

Ｕ
エ
イ
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
対
象
大
会
、

２
０
１
５
Ｊ
Ｔ
Ｕ
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
サ
ー
キ
ッ
ト
大
会
（
第
２
戦
）

を
兼
ね
て
い
ま
す
。

問
合
せ  

　
愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

 

℡
７
３
―

１
１
１
２

　
外
泊
地
区
に
受
け
継
が
れ
る
石
垣
の
文
化
を

保
存
伝
承
し
、
心
に
残
る
ふ
る
さ
と
の
風
景
を

守
ろ
う
と
、「
石
垣
守
ろ
う
会
」
と
外
泊
地
区
が

主
催
す
る
「
石
垣
の
里 

だ
ん
だ
ん
雛
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
２
０
０
個

以
上
の
愛
ら
し
い
石
雛
が
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
　
〜
４
月
３
日（
金
）

散
策
展
示
場
所
　
外
泊
地
区
集
落
内(

野
外
展
示)

問
合
せ

　
西
海
公
民
館 

℡
８
２
―

０
０
６
９

　
南
宇
和
病
院
で
は
、
愛
南
町
特

産
の
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
や
漂
着
ガ
ラ
ス

な
ど
の
素
材
を
〝
海
か
ら
の
贈

り
物
〞
と
し
て
活
用
し
た
「
シ
ー

ボ
ー
ン
ア
ー
ト
作
品
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
作
品
展
で
は
、
シ
ー
ボ
ー
ン

ア
ー
ト
愛
南
教
室
や
愛
南
町
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
当
院
１
階
ロ

ビ
ー
ほ
か
各
階
に
華
や
か
な
ラ
ン

プ
シ
ェ
ー
ド
な
ど
約
40
点
も
の
作

品
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

　
と
て
も
見
ご
た
え
の
あ
る
作
品

ば
か
り
で
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

な
ど
多
く
の
方
が
心
を
癒
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

　
今
後
と
も
、
地
域
密
着
型
病
院

と
し
て
、
愛
南
町
の
自
然
の
す
ば

ら
し
さ
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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守
る
会
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
！

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

登
記
相
談
の
事
前
予
約
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
か
ら

　
私
た
ち
の
会
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
３
年
間

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
、
『
広
報
あ

い
な
ん
』
に
も
コ
ラ
ム
を
掲
載
し

て
き
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も
「
あ

い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
」
が

ど
の
よ
う
な
会
か
、
一
目
で
わ
か

る
ス
テ
キ
な
冊
子
を
作
り
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
時
に
は
、

年
１
回
の
研
修
会
や
各
種
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
、
救
命
講
習
会
な
ど
…

あ
れ
も
こ
れ
も
写
真
を
載
せ
た
く

て
、
な
か
な
か
一
枚
の
紙
に
収
ま

ら
ず
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　
活
動
紹
介
も
大
切
で
す
が
、
な

ぜ
守
る
会
が
で
き
た
の
か
、
ど
う

い
う
会
に
し
た
い
の
か
を
伝
え
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
、
あ
れ
こ
れ
と
考
え
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
は
、愛
南
町
の
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、み
ん
な
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
の
願
い
を

込
め
て
、
守
る
会
を
立
ち
上
げ
た

メ
ン
バ
ー
の
子
ど
も
た
ち
の
ベ
ス

ト
シ
ョ
ッ
ト
を
ち
り
ば
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に

置
か
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
手
に
と
っ
て
開
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
も
き
っ
と
笑

顔
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
、
会
員
共
通
の
〝
我
が
子
を

守
り
た
い
〞
と
い
う
思
い
か
ら
、

自
分
た
ち
で
学
び
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
伝
え
る
こ
と
が
会
の
役
目

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡  
７
３
―

２
２
８
８

（
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
内
）

ainan.m
am
oru@
g
m
ail.com

　
松
山
地
方
法
務
局
で
は
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
登
記
相
談
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
前
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
登
記
相
談
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
し
て
い
た
だ

く
か
窓
口
に
お
越
し
の
上
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
時
間
は
30
分
以
内
で
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

予
約
受
付
電
話
番
号

【
不
動
産
登
記
に
関
す
る
相
談
】

松
山
地
方
法
務
局
　
宇
和
島
支
局
　
℡  
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０

【
各
種
会
社
・
法
人
登
記
に
関
す
る
相
談
】

松
山
地
方
法
務
局
　
法
人
登
記
部
門
　
℡  
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
９
７

お知らせ

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
で
は
、
４
月
１
日（
水
）か
ら
の
採
用
で

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
臨
時
介
護
職
員
　
15
名
、
臨
時
看
護
職
員
　
４
名
　
※
看

護
職
員
は
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許
が
必
要
で
す
。

雇
用
期
間
　
採
用
か
ら
２
年
間
。
た
だ
し
、
介
護
福
祉
士
、
看
護
職
員

は
１
年
後
か
ら
嘱
託
職
員
へ
の
切
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護

福
祉
士
資
格
取
得
の
意
欲
が
あ
る
方
は
、
２
年
後
か
ら
嘱
託
職
員
へ
の

切
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。

試
験
　
面
接
試
験（
応
募
者
に
別
途
連
絡
し
ま
す
。）

応
募
期
間
　
随
時
受
付

※
応
募
要
領
、
採
用
後
の
勤
務
地
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合  

℡  
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
６
４

お知らせ
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忘れないこと。

〜
ま
ち
を
元
気
に
〜
「
げ
ん
き
市
」
を
開
催
し
ま
す

愛
南
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
か
ら

「
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す

日
本
弁
護
士
連
合
会
・
愛
媛
弁
護
士
会
か
ら

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
等
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
か
ら

－あいなん音故地新－
　大切なのは忘れないこと。と、亡くなった祖母が教えてくれた。あたしが友人を亡くし

て泣いてるときのことだった。“泣きよったら成仏できん。その子のことを忘れずにおる

ことが大切なんぞ。”そのときの祖母の声や表情まで覚えている。

　忘れないこと。って、簡単なようで難しい。痛みや苦しみは時間とともに薄れていく。

これは、人間が生きていくには必要な、ひとつの“能力”らしい。辛いことと苦しいこ

とを薄れることなく記憶し続けると、脳が耐えられずに壊れてしまう、と聞いたことがあ

る。祖母から言葉をかけられたあの日の痛みはあたしの中でほとんどなくなり、時々思い

出しながら“彼が生きていたら何て言うたかな？”と、穏やかに話せるようになった。

　東日本大震災から4度目の春が訪れようとしている。あの日、大切なものを数え切れな

いほど失った方たちも少しずつ痛みが和らいでいたら、と思う。ただ、震災のことを忘れ

たらいけん。この日が来るたびあたしたちは思い出し、もしものときに備えて準備をしと

かんと。避難場所、防災リュックの確認、もう一度家族で話合ってほしい。悲しい思いを

する人はできるだけ少ないほうがいいから。

　大切なのは忘れないこと。毎年この日に思い出して。（テノヒラkiku）

日
時
　
３
月
15
日（
日
）　
11
時
〜
14
時（
歩
行
者
天
国
10
時
〜
15
時
）

場
所
　
城
辺
商
店
街
、
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん

内
容
　
リ
ヤ
カ
ー
市
な
ど
の
バ
ザ
ー
、
商
店
街
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
、
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
、
町
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展
、
腕
に
覚
え
の
素
人
展 

な
ど

問
合
せ

　
愛
南
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

（
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん 

℡
７
３
―

２
２
８
８
）

お知らせ

　
解
雇
や
賃
金
未
払
い
等
の
労
働
問
題
、
生
活
保
護
や
多
重
債
務
な

ど
、
お
ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
日
本
弁
護
士
連
合
会

と
愛
媛
弁
護
士
会
が
主
催
す
る
「
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
問
題
に
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
実
施
日
時
　
３
月
13
日（
金
）　
10
時
〜
15
時

電
話
番
号
　
０
８
９
―

９
１
５
―

３
２
４
４
　
※
当
日
の
み
の
直
通
番
号

で
す
。
面
談
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　
愛
媛
弁
護
士
会 

℡
０
８
９
―

９
４
１
―

６
２
７
９

お知らせ

①
予
備
自
衛
官
補
（
社
会
人
・
学
生
な
が
ら
、
有
事
の
際
は
予
備
自
衛

官
と
し
て
勤
務)

　
応
募
締
切
日
　
３
月
24
日（
火
）

②
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
大
学
卒
業
者
等
を
対
象
に
陸
・
海
・
空
幹
部

自
衛
官
を
育
成)

　
応
募
締
切
日
　
５
月
１
日（
金
）

※
①
と
②
で
、
応
募
資
格
や
試
験
日
等
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

  

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所 

℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１

お知らせ


